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第３回定例会第１回 定 例 会第１回 定 例 会
〈令和８年３月６日～３月 24 日の 19 日間〉〈令和８年３月６日～３月 24 日の 19 日間〉

令和８年度一般会計当初予算（昨年比　10.8％減）

８０億５，６３３万４千円　【可決】

令和８年度当初予算の特徴令和８年度当初予算の特徴
令和８年度一般会計当初予算の規模は、80 億 5，633 万 4 千円で昨年度と比較すると

９億 7,653 万 4 千円 (▲ 10.8％ ) の減少となった。

主な歳入予算として、歳入全体の 50.6％を占める地方交付税は、前年比の 1億 2,000

万円増加を見込んでいる。自主財源の割合は歳入の 24.7％であるが、うち繰入金が基

金取り崩しを含め 9億 8,000 万円となり、歳入の 12.2％を占めている。

歳出予算の内訳は、昨年度と比較すると土木費、災害復旧費、衛生費、総務費等を削

減した。性質別歳出の状況は、公債費、積立金が増加し、補助費、繰出金等が減少した。

　・普通建設事業費　　	 	 	 	 5 億 7,054 万７千円

　・介護医療院 (よしか病院 )施設管理費	 2 億 7,300 万円

　・子ども・子育て支援事業費	 	 	 3 億 6,700 万円

令和７年度の※繰越明許費は、19 事業で 13 億 790 万円の内、6 億 6,590 万円の繰越し　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※繰越明許費とは翌年度に持ち越して使える予算

町道沢田線改修工事ほか７路線
　5,463 万円

森師研修員育成事業費
3,491 万 2 千円

吉賀町議会だより「よしか」  第77号 2



同
意
案
件

任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
よ

り
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
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年
間

全
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賛
成
で
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れ
ま
し
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委
員
任
命
同
意

主な事業主な事業

「とびのこ苑」　照明器具 LED化設備工事
1,421 万 2 千円

朝倉小学校改修に伴う設計委託料
607 万 2千円

旧蔵木中学校用途変更に係る設計委託料
801 万 9千円

特定地域づくり事業推進補助金　
1,092 万円

宗
内  
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照   

氏

そ
う
な
い  

ま
さ
て
る
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３月定例会　主な質疑と討論　Q&A３月定例会　主な質疑と討論　Q&A
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３月定例会　主な質疑と討論　Q&A３月定例会　主な質疑と討論　Q&A
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町の基盤を支える課題　体制と持続性を問う

第1回全員協議会（２月10日）

第2回全員協議会（２月25日）

▶医療体制　～「よしか病院」及び「よしか介護医療院」の状況～

▶農業担い手の確保  

　　～地域おこし協力隊制度を活用した農業担い手育成事業～

▶学校給食  ～学校給食調理場整備基本構想～

▶デイサービスの廃止方針  ～七日市デイサービスセンターの廃止～

◎医師・看護師不足により、診療体制の維持が課題となっている。特に小児科の縮小や外来の
あり方について懸念が示された。

藤升議員

小児科、循環器科など、専門性を高めることに対しての取り組みは？

医療対策課長
総合診療科は幅広く診察できる特徴があり、小児科においても、ほとんどの医師が診察できる
技能を持っている。

◎担い手の高齢化や後継者不足が課題となっている。新規就農者の確保や経営支援の必要性が
示され、今後の農業の維持に向けた支援のあり方について説明が行われた。

三浦議員

大規模農業を目指すといった考えが産業課にはあるのか。

産業課主任
認定新規就農者になることで、活用できる国の事業を活用して、途切れない支援をしていく。
認定期間 5年以降は認定農業者として専業農家で営農を続けられるようサポートを行う。

◎給食施設の老朽化や人手不足が指摘され、今後の運営体制について、安全性と持続性の両立
に向けた再編も議論された。

村上議員

七日市共同調理場の機能を六日市共同調理場に移すとなると、対応できる施設なのか。

教育委員会主任
調理数自体は可能であるが、施設の改修や設備の増強は必要である。

◎吉賀町社会福祉協議会において、利用状況や運営面を踏まえた廃止方針が示された。今後の
福祉サービスの提供体制について説明が行われた。

池下議員

七日市デイサービスを廃止し、柿木デイサービスと六日市デイサービスへ分けることで、赤字

が改善されるのか。

保健福祉課長
現在、柿木デイサービスの稼働が50％前後。七日市を廃止し集約することで改善を見込んでいる。

七日市共同調理場
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▶吉賀町有機農産物独自認証基準

◎消費者への信頼性・ブランド力の向上などを目的として町独自の認証基準が制定された。
庭田議員

トラブルが生じた時の責任は認証した町が負うのか。

産業課長
町がすべての責任を負うものではない。有機 JAS に準用したよ
うな対応を考えている。町の信用に関わることなので、そういっ
たことがおこらないように、技術研修や残留農薬検査等を徹底し
て行いたいと考えている。

第2回全員協議会（２月2５日）・第３回全員協議会（３月１３日）

▶旧蔵木中学校施設の改修工事

◎旧蔵木中学校施設の改修については、説明のあり方や進め方に対する指摘が相次ぎ、議論が集中し
た。教育委員会は地域との再協議を行い住民説明を前提に計画を進める考えが示された。

経　緯

　前回の全員協議会での説明に対し、地域との協議不足や進め方への疑問が示されたほか、新聞報
道もあり、住民からの問い合わせが相次いだことから、改めて説明の場が設けられた。

主な論点

　議員からは、地域の意見を十分に反映すべきではないか、予算が先行しているのではないか、進め
方の順序が逆ではないか、など計画の進め方に対する指摘が相次いだ。

教育委員会の考え

　教育委員会は、これまでの地域からの要望を踏まえ、改めて地域と協議を行い、利活用の内容や進
め方について再確認する必要があるとの認識を示した。地域の意見によっては計画の見直しもあり得る
とし、柔軟に対応する考えが示された。

今後の進め方

　地域住民の意見を踏まえたうえで最終的な判断を行うとし、住民理解が得られない場合は予算の執
行をしない考えが示され、教育委員会の慎重な対応が求められる状況となっている。

ま と め

　旧蔵木中学校の改修をめぐる議論は、施設整備にとどまらず
地域との合意形成や行政の進め方のあり方を問うものとなった。
　今後の住民説明とその結果が、計画の行方を左右することに
なる。

旧蔵木中改修　住民説明を前提に判断へ

認定シールの表示

旧蔵木中学校
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議 案 議 決 結 果
【全員賛成で可決した議案】

【賛成多数で可決した議案】

【賛成多数で可決した議案】

○：賛成　●：反対

○：賛成　●：反対

議案番号 件　　　案

第
　
１
　
回
　
定
　
例
　
会

承認第１号 専決処分の承認（令和７年度吉賀町一般会計補正予算（第８号））

議案第１号 令和７年度吉賀町水道事業会計補正予算（第２号）

議案第２号 令和７年度吉賀町病院事業会計補正予算（第３号）

議案第３号 
　～第５号 令和７年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）　　　　　　ほか2件

議案第７号 吉賀町過疎地域持続的発展計画の策定

議案第８号 請負契約の変更について（令和６年度林道滑峠線道路改良工事）

議案第９号 
　～第18号 
(第14号除く)

吉賀町非常勤特別職の報酬及び費用弁償支給条例の一部改正　　　　　　　ほか8件

議案第19号 吉賀町電気自動車用急速充電器施設条例の廃止

議案第20号 吉賀町森林総合利用施設条例の廃止

議案第21号 令和８年度吉賀町水道事業会計予算

議案第22号 令和８年度吉賀町下水道事業会計予算

議案第23号 令和８年度吉賀町病院事業会計予算

議案第24号 令和８年度吉賀町興学資金基金特別会計予算

議案第27号 令和８年度吉賀町介護保険事業特別会計予算

議案第28号 令和８年度吉賀町小水力発電事業特別会計予算

議案第30号 令和７年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

議案第32号 請負契約の変更（令和７年度平田頭首工災害復旧工事（令和６年災１０１／８７）（第１期））

議案第33号 請負契約の変更（令和７年度町道唐人屋線落石対策工事）

議案第34号 令和７年度吉賀町一般会計補正予算（第１１号）

同意第１号 吉賀町監査委員の選任

発委第１号 吉賀町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償支給条例の一部改正

議案番号 件　　　　名 村上 新藤 菊次 藤升 澄川 山下 三浦 池下 河村由 桑原 庭田

第
　
１
　
回
　
定
　
例
　
会

議案第６号 令和７年度吉賀町一般会計補正予算（第９号） 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ●

議案第14号 吉賀町放課後児童クラブ条例の一部を改正する
条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

議案第25号 令和８年度吉賀町国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第26号 令和８年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別
会計予算 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第29号 令和８年度吉賀町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

議案第31号 令和７年度吉賀町一般会計補正予算（第 10 号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

発議第２号 竹島の取り組み強化と特別措置法の制定を求め
る意見書（案） 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案番号 件　　　　名 村上 新藤 菊次 藤升 澄川 山下 三浦 池下 河村由 桑原 庭田
第
１
回

定
例
会

発議第１号 憲法９条を守ることを求める意見書（案） ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ●
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議会についてのご意見をお聞かせください
吉賀町議会では、議会活性化のため、具体的な取り組みを進めています。
つきましては、住民の皆様から議会についてのご意見や提言をお寄せいただきたいと思います。
ご住所やお名前を記入された方には、回答させていただきます。
なお、議会・町政に関しないものやひぼう中傷等には回答いたしませんので、ご了承下さい。

698 - 8790料金受取人払

差出有効期間

2028年２月
29日まで

〔切手不要〕

益田郵便局承認

6 8 6 吉

賀

町

六

日

市

七

五

〇

吉
賀
町
役
場 

議

会

事

務

局

行

の り し ろ

折 っ て く だ さ い

折 っ て く だ さ い

切 り 取 り

の り し ろ

の

り

し

ろ

折
っ
て
く
だ
さ
い

切 り 取 り

ご意見等ある方は、

裏面にご記入の上、

外枠にそって切り

取り封書にして投

函してください。
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一般質問の内容は、本人の原稿を
基に編集しています一 般 質 問 一 般 質 問一般質問の内容は、本人の原稿を

基に編集しています

次のことにご注意いただき、ご意見等をお寄せください。

◇議会・町政以外のことについてのご意見等はご遠慮ください。
◇ご住所、お名前の記載がない場合は、回答はいたしません。
◇いただいたご意見等を、匿名で「議会だより」や町のホーム
ページに掲載することがあります。

◇簡潔な内容でお願いします。

折 っ て く だ さ い

切 り 取 り

切 り 取 り折 っ て く だ さ い

切
っ
て
く
だ
さ
い

切 り 取 り

回答を希望される方はご住所、お名前を記入してください。

（個人情報保護により、記載されたご住所、お名前等は他の目的には使用しません。）

ご住所　〒

件　名

お名前

男・女

（　　　歳代）

吉賀町議会だより「よしか」  第77号 10



一般質問の内容は、本人の原稿を
基に編集しています一 般 質 問 一 般 質 問一般質問の内容は、本人の原稿を

基に編集しています

山 

下 

達 

也

　  

誘
致
企
業
で
は
外
国

人
労
働
者
の
生
活
課
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
︒

　
通
勤
や
住
環
境
︑
食
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
個
別
対

応
は
限
界
で
︑
企
業
側
に

も
危
機
感
が
広
が
る
︒

　
町
主
導
で
商
工
会
等
と

連
携
し
︑
課
題
を
一
括
し

て
解
決
す
る
官
民
連
携
の

土
台
の
構
築
を
求
め
る
︒

問町
長
　
　
　
既
存
の
人
材
確
保

協
議
会
を
活
用
し
︑
企
業

間
の
情
報
共
有
を
進
め
る
︒

　
商
工
会
等
と
協
議
し
︑

円
卓
会
議
的
な
仕
組
み
を

構
築
す
る
︒

協
議
会
活
用
で
連
携
強
化

　  

組
織
改
編
の
延
期
で
窓

口
の
分
散
や
連
携
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
が
︑
令
和
８

年
度
は
ど
こ
が
所
管
し
て

企
業
支
援
を
進
め
る
の
か
︒

組
織
改
編
と
空
白
の
１
年

問

町
長
　
　
　
企
画
課
と
産
業
課

の
連
携
を
強
化
し
︑
現
体

制
で
も
対
応
を
進
め
︑
関

係
者
と
協
議
し
な
が
ら
︑

着
実
に
取
り
組
む
︒

現
体
制
で
連
携
強
化
対
応

　  

最
大
規
模
の
予
算
が
続

く
中
︑
人
員
不
足
や
組
織

の
疲
弊
が
進
ん
で
い
る
︒

　
適
正
な
執
行
の
た
め
︑

事
業
の
見
直
し
と
資
源
配

分
の
転
換
を
求
め
る
︒

予
算
規
模
と
組
織
の
限
界

問町
長
　
　
　
既
存
事
業
の
見
直

し
や
選
択
と
集
中
を
進
め
る
︒

　
財
政
健
全
化
計
画
に
基

づ
き
︑
持
続
可
能
な
運
営

に
取
り

組
む
︒

事
業
見
直
し
と
財
政
運
営

外
国
人
材
と
地
域
経
済 

官
民
連
携

議
員

　

  

令
和
８
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
で
︑
将
来
へ

の
投
資
事
業
の
具
体
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
は
人

材
育
成
と
考
え
る
︒

　政
策
を
推
進
す
る
に

は
︑
財
政
基
盤
の
安
定
を

図
り
︑
硬
直
化
を
招
か
な

い
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
︒

　人
口
減
少
し
て
い
く
現

状
で
は
︑
先
見
性
を
持
っ

た
強
力
な
政
治
的
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
須
だ
と

考
え
る
︒

　

　ど
の
分
野
に
主
眼
を
置
い

て
予
算
編
成
を
し
た
の
か
︒

問町
長
　
　
　
地
方
分
権
の
進
展

や
急
速
な
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
い
︑
住
民
ニ
ー
ズ

は
多
様
化
し
︑
専
門
性
も

求
め
ら
れ
る
中
︑
こ
こ
数

年
行
政
は
人
材
不
足
に
も

直
面
し
て
い
る
︒

人
と
共
に
生
き
る

　
　
　
　自
立
発
展
の
町

　

  

建
て
替
え
と
規
模
に

つ
い
て
は
︑
今
後
10
年
を

目
途
に
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
︑
現
状
︑

老
朽
化
に
よ
る
各
診
療
︑

施
設
機
能
不
良
で
医
師
︑

患
者
共
に
不
便
︑
不
快
感

を
与
え
て
い
る
状
況
は
い

な
め
な
い
︒

　今
後
も
町
内
開
業
医
院

で
の
一
時
救
急
の
更
な
る

構
築
を
求
め
る
︒

よ
し
か
病
院
の
実
態
は

問町
長
　
　
　
現
下
24
時
間
救
急

に
は
対
応
が
で
き
て
い
な

い
の
で
︑
今
後
住
民
の
健

康
福
祉
の
問
題
解
決
に
開

業
医
院
と
共
に
全
力
で
取

り
組
む
︒

厳
し
い
状
況
下

　
大
き
く
変
化
し
て
い
く

行
政
課
題
に
組
織
機
構
︑

人
事
適
正
化
に
向
け
組
織

全
体
の
機
構
再
編
を
行
う
︒

河 

村 

由
美
子

議
員

行
政
改
革
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

　  

令
和
８
年
第
１
回
定

例
会
の
町
長
施
政
方
針
で

は
︑
高
規
格
道
路
の
仮
称

﹃
益
田
―
岩
国
道
路
﹄
の

文
言
が
消
え
︑﹃
そ
の
他

広
域
路
線
﹄
と
の
表
現
に

置
き
換
わ
っ
て
い
る
︒

　
既
に
山
口
県
側
で
は
事

業
開
始
と
な
っ
た
一
般
国

道
９
号
の
整
備
︑
開
通
区

間
の
延
長
さ
れ
た
山
陰
道

の
早
期
完
成
︑
益
田
―
廿

日
市
道
路
な
ど
当
町
を
直

接
経
由
し
て
い
な
い
路
線

に
重
き
を
置
い
て
い
る
︒

　
地
域
医
療
の
充
実
の
観

点
か
ら
も
︑﹃
益
田
―
岩
国

道
路
﹄
は
︑
町
に
と
っ
て

大
変
重
要
で
あ
り
︑
令
和

７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
広
島
広
域
都
市
圏
の
医

療
連
携
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
︒

　
当
町
に
は
24
時
間
稼
働

の
企
業
も
あ
り
︑
そ
う

い
っ
た
企
業
支
援
や
町
民

町
の
実
利
確
保
を

問

町
長
　
　
　﹃
益
田
―
岩
国
道

路
﹄
の
明
記
は
︑
既
に
進

め
て
い
る
国
道
９
号
線
な

ど
に
影
響
が
出
る
こ
と
を

懸
念
し
た
意
見
も
あ
り
︑

そ
の
他
広
域
路
線
と
の
表

現
に
変
え
た
︒

　
将
来
的
な
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ス
テ
ー

ジ
に
繋
げ
る
為
の
第
一
歩

で
あ
る
と
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
︒

　
広
島
広
域
都
市
圏
で
の

医
療
連
携
は
様
々
な
方
面

か
ら
深
堀
に
対
応
し
︑
担

当
課
で
協
議
し
て
い
き
た

い
︒

協
議
を
続
け
て
い
く

の
命
を
守
る
観
点
か
ら

も
︑﹃
岩
国—

益
田
道
路
﹄・

﹃
広
島
広
域
都
市
圏
﹄
な

ど
町
長
自
ら
が
出
向
き
︑

町
の
実
利
確
保
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
︒

村 

上 

定 

陽議
員
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数
年
前
よ
り
公
的
施

設
を
は
じ
め
町
内
主
要
の

空
き
施
設
に
お
い
て
改
修

等
の
課
題
が
あ
る
︒

　病
院
関
連
で
は
︑
医
師

住
宅
等
の
数
か
所
は
改
修

に
よ
り
新
た
に
運
営
さ
れ

て
い
る
施
設
も
あ
る
が
︑

空
き
家
状
態
の
寮
施
設
が

数
棟
あ
る
︒

　今
後
経
年
劣
化
等
の
悪

影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
︑

計
画
と
進
捗
状
況
は
︒

　学
校
関
連
で
は
︑
統
廃

合
や
利
活
用
等
の
課
題
の

背
景
に
は
人
口
減
少
・
少

子
化
問
題
が
あ
り
︑
将
来

を
見
据
え
た
﹁
ま
ち
づ
く

り
計
画
﹂
の
具
体
化
が
必

至
で
あ
る
︒

問町
長
　
　
　
病
院
関
連
に
つ
い

て
は
︑
有
飯
の
８
棟
は
医

療
介
護
従
事
者
住
宅
と
し

て
運
用
し
て
お
り
︑
旧
ゲ

協
議
し
結
論
を
出
す

ス
ト
ハ
ウ
ス
は
よ
し
か
診

療
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
︒

　
旧
六
日
市
病
院
寮
４
棟

の
う
ち
２
棟
は
町
内
企
業

へ
貸
し
付
け
て
お
り
︑
残

り
２
棟
は
活
用
案
の
募
集

等
を
行
う
︒
　

　
七
日
市
地
区
の
旧
六
日

市
学
園
寮
１
棟
は
町
内
企

業
へ
貸
し
付
け
て
い
る
︒

　
旧
エ
ム
テ
ラ
ス
は
︑
土

地
と
建
物
の
購
入
を
進
め

る
た
め
の
基
礎
を
作
っ
て

い
く
︒

　
学
校
関
連
は
︑
吉
賀
町

教
育
振
興
計
画
第
２
期
に

お
い
て
小
学
校
は
原
則
す

べ
て
を
存
続
さ
せ
る
︒

　
中
学
校
は
存
続
に
努
め

る
が
︑
極
小
規
模
校
に
つ

い
て
は
︑
学
校
︑
保
護
者
︑

地
域
︑
行
政
が
協
議
を
重

ね
結
論
を
出
す
︒

三 

浦 

浩 

明議
員

空
き
施
設
の
利
活
用
は

　

  

吉
賀
町
に
お
け
る
森
林

面
積
は
︑
町
全
体
の
92
％

を
占
め
て
お
り
︑
そ
の
う

ち
︑
約
９
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
町
有
林
で
あ
る
︒

　ま
た
︑か
な
り
の
ス
ギ
︑

ヒ
ノ
キ
と
い
っ
た
人
工
林

は
林
道
に
面
し
て
い
る
︒

　こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
︑

町
有
林
を
50
年
サ
イ
ク
ル

で
経
済
林
と
し
て
活
用
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
︒

　そ
の
際
に
出
た
端
材
な

ど
で
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と

し
て
の
利
用
方
法
は
な
い

の
か
︒

問町
長
　
　
　
株
式
会
社
﹁
森
の

環
﹂
を
︑
町
と
共
同
出
資

を
し
て
設
立
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
︒

　
開
設
し
て
日
が
浅
く
︑

現
在
は
町
有
林
で
の
搬
出

間
伐
を
中
心
に
事
業
を
進

め
て
い
る
︒

こ
れ
か
ら
の
森
林
整
備

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

育
成
も
併
せ
て
行
い
な
が

ら
の
事
業
展
開
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑
現
時
点
で
は
大

規
模
な
施
業
を
実
施
し
て

い
る
状
況
で
は
な
い
︒

　
し
か
し
︑
育
成
し
た
協

力
隊
員
が
増
え
て
お
り
︑

作
業
体
制
の
充
実
が
図
ら

れ
れ
ば
︑
今
後
の
事
業
量

の
拡
大
や
町
有
林
で
の
積

極
的
な
活
動
が
進
ん
で
い

く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
る
︒

　﹁
森
の
環
﹂
の
み
に
限
定

し
て
森
林
調
整
を
行
う
も
の

で
は
な
く
︑
そ
の
他
の
林
業

事
業
体
と
も
協
力
し
て
森
林

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
︒

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ

い
て
は
︑
ま
き
や
チ
ッ
プ

な
ど
の
燃
料
利
用
の
促
進

を
し
な
が
ら
︑
二
酸
化
炭

素
削
減
効
果
を
期
待
し
て

い
る
︒

新 

藤 

吉 

郎議
員

町
有
林
の
利
活
用

　

  

全
国
的
な
人
口
減
少

に
伴
い
︑
医
療
資
源
を
地

域
内
で
有
効
に
活
用
す
る

持
続
可
能
な
医
療
提
供
を

確
立
す
る
た
め
︑
各
都
道

府
県
に
お
い
て
地
域
医
療

構
想
を
策
定
し
︑
島
根
県

で
も
医
療
体
制
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
る
︒

　

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
︑
よ

し
か
病
院
の
現
在
の
病

床
・
外
来
機
能
︑
救
急
医

療
の
取
り
組
み
は
︒

　ま
た
︑﹁
吉
賀
町
の
地

域
と
医
療
を
つ
な
ぐ
会
﹂

と
は
︒

問町
長
　
　
　
よ
し
か
病
院
が
有

す
る
一
般
病
床
50
床
は
︑

急
性
期
治
療
を
終
え
た
患

者
に
対
し
︑
在
宅
復
帰
に

向
け
た
医
療
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る

回
復
期
機
能
を
担
う
︒

地
域
の
医
療
と
生
活
を

　
　

   

支
え
る
取
り
組
み

　
外
来
は
︑
特
定
の
臓
器

や
疾
患
な
ど
病
気
の
種
類

を
問
わ
ず
︑
５
名
の
常
勤

医
師
が
総
合
診
療
医
と
し

て
包
括
的
に
診
療
を
行
う
︒

　
受
診
す
る
患
者
の
多
く

が
高
齢
者
で
あ
り
︑
複
数
の

慢
性
疾
患
を
同
時
に
抱
え
る

た
め
︑
幅
広
く
診
療
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒

　
初
期
救
急
対
応
を
は
じ

め
︑
訪
問
診
療
や
巡
回
診

療
等
の
在
宅
医
療
体
制
を

整
備
し
︑
地
域
で
の
生
活

を
支
え
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
︒
　

　﹁
吉
賀
町
の
地
域
と
医

療
を
つ
な
ぐ
会
﹂
は
︑
住

民
自
ら
地
域
医
療
に
つ
い

て
学
び
︑
守
り
︑
育
て
る

対
話
の
場
と
し
て
医
療
と

福
祉
︑
行
政
を
つ
な
い
で

く
れ
て
い
る
︒

　
こ
の
度
﹁
つ
な
が
る
カ

フ
ェ 

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
﹂

も
開
設
さ
れ
た
︒

菊 

次 

弥 

生議
員

吉
賀
町
地
域
医
療
体
制
は

一般質問の内容は、本人の原稿を
基に編集しています一 般 質 問 一 般 質 問一般質問の内容は、本人の原稿を

基に編集しています

吉賀町議会だより「よしか」  第77号 12



　  

中
国
自
動
車
道
の
Ｉ

Ｃ
が
な
け
れ
ば
吉
賀
町
の

今
の
発
展
は
な
か
っ
た
と

想
像
で
き
る
︒

　
誘
致
に
政
治
生
命
を
賭

け
て
町
の
礎
を
作
っ
た
功

績
に
対
し
て
︑
名
誉
町
民

と
し
て
表
彰
し
︑
最
大
の

感
謝
を
表
す
べ
き
で
あ
る
︒

問町
長
　
　
　
故
人
の
功
績
は
評

価
し
て
い
る
が
︑
名
誉
町

民
と
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
︒

　
顕
彰
し
な
い
こ
と
が
功

績
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
︒

考
え
て
い
な
い

　  

よ
し
か
病
院
の
新
設

を
10
年
後
に
計
画
し
て

い
る
︒

　
10
年
も
先
の
建
設
を

本
当
に
町
民
に
約
束
で

き
る
の
か
︒

建
設
発
言
の
責
任
は

問

町
長
　
　
　
建
設
は
私
の
任
期

後
と
な
る
の
で
責
任
を

持
っ
て
約
束
は
で
き
な

い
︒

　
覚
悟
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
︒

覚
悟
を
示
し
た

　  

　
　
い
ま
だ
に
利
活

用
さ
れ
て
い
な
い
﹁
高
津

川
て
ら
す
﹂
に
病
院
︑
庁

舎
︑
学
校
な
ど
公
共
施
設

を
集
約
し
て
新
し
い
町
の

姿
を
描
く
大
胆
な
発
想
も

必
要
で
あ
る
︒

既
存
施
設
の
活
用
を

再
質
問

町
長
　
　
　
病
院
の
建
設
場
所

は
﹁
地
域
医
療
協
議
会
﹂

で
六
日
市
エ
リ
ア
内
に
決

定
し
て
い
る
︒

　
ま
ず
は
︑
こ
の
決
定
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
︒

場
所
は
す
で
に
決
定

庭 

田 

英 

明議
員

斎
藤
一
通
氏
を
名
誉
町
民
に

　

  

町
内
の
透
析
医
療
に

つ
い
て
︑
患
者
の
通
院
距

離
・
時
間
・
交
通
費
負
担

の
実
態
把
握
と
支
援
の
あ

り
方
は
︒

　特
に
週
３
回
の
通
院
は

本
人
・
家
族
双
方
に
大
き

な
負
担
で
あ
り
︑
ガ
ソ
リ

ン
代
等
燃
料
費
だ
け
で
な

く
車
両
維
持
費
も
含
め
た

実
態
の
認
識
が
必
要
で
あ

る
︒　加

え
て
︑
大
雪
や
豪
雨

時
に
お
け
る
通
院
確
保
の

た
め
︑
除
雪
の
優
先
対
応

や
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
︑

医
療
機
関
と
の
連
携
や
搬

送
体
制
の
整
備
な
ど
具
体

策
を
求
め
る
︒

　さ
ら
に
将
来
の
患
者
増

加
を
見
据
え
︑
健
診
受
診

率
向
上
や
生
活
習
慣
改
善

に
よ
る
予
防
強
化
︑
在
宅

透
析
導
入
の
可
能
性
に
つ

い
て
町
の
考
え
は
︒

問

町
長
　
　
　
町
内
透
析
患
者
は

主
に
益
田
赤
十
字
病
院
へ

週
３
回
通
院
し
︑
最
長
で

片
道
約
58
㎞
︑
約
１
時
間

10
分
を
要
す
る
︒

　
交
通
費
助
成
は
公
共
交

通
基
準
で
算
定
し
概
ね
実

費
相
当
だ
が
︑
負
担
の
実

情
は
認
識
し
て
い
る
︒

　
災
害
時
は
﹁
個
別
避
難

支
援
計
画
﹂
に
基
づ
き
︑

除
雪
や
代
替
ル
ー
ト
対
応

を
行
う
搬
送
体
制
や
広
域

連
携
も
検
討
し
て
い
る
︒

　
予
防
面
で
は
健
診
無
償

化
や
受
診
勧
奨
に
よ
り
受

診
率
向
上
を
図
り
︑
保
健

指
導
や
生
活
習
慣
改
善
支

援
を
実
施
し
て
い
る
︒

　
今
後
は
透
析
患
者
支

援
に
向
け
た
制
度
設
計

を
進
め
︑
令
和
８
年
度

中
の
補
正
予
算
で
の
対

応
を
目
指
す
︒

透
析
医
療
今
後
の
対
策
は

澄 

川 

浩 

一議
員

透
析
医
療
の
現
状
と
課
題
は

　

  

国
有
林
野
に
お
け
る

森
林
整
備
事
業
は
事
業
体

の
数
も
少
な
く
︑
町
内
に

常
駐
し
て
い
た
森
林
官
も

お
ら
ず
︑
事
業
が
衰
退
し

て
い
る
︒

　高
津
川
の
最
上
流
部
に

位
置
す
る
国
有
林
野
の
整

備
は
非
常
に
大
切
な
事
業

で
︑
国
が
管
理
す
る
も
の

で
あ
り
︑
国
の
財
源
で
事

業
を
行
う
べ
き
で
あ
る
︒

　こ
の
こ
と
に
つ
い
て
︑

町
長
以
下
担
当
職
員
は
︑

林
野
庁
ほ
か
関
連
省
庁
に

対
し
要
望
活
動
す
べ
き
で

あ
る
︒

問町
長
　
　
　
本
町
の
国
有
林
野

は
︑
県
内
で
最
も
面
積
が

広
く
︑
か
つ
て
は
森
林
整

備
や
治
山
事 

業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
経
緯
が

あ
る
︒

安
心
安
全
を
守
る
上
で

　
　
　
　
　欠
か
せ
な
い

　
し
か
し
︑
近
年
は
森
林

管
理
職
員
の
配
置
が
な

く
︑
事
業
量
も
減
少
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
︒

　
国
有
林
野
は
︑
水
源
涵

養
や
国
土
保
全
な
ど
の
観

点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
︑

治
山
事
業
等
の
確
実
な
実

施
︑
地
域
の
安
全
安
心
を

守
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
︒

　
毎
年
︑
夏
に
は
県
内
の

国
有
林
野
所
在
町
村
長
会

で
︑
森
林
整
備
の
状
況
や

事
業
の
動
向
に
つ
い
て
︑

県
や
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
と
も
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
る
︒

　
今
後
︑
国
有
林
野
の
適

切
な
整
備
と
必
要
な
事
業

量
の
確
保
を
︑
林
野
庁
を

は
じ
め
関
係
機
関
に
対

し
︑
積
極
的
に
事
務
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
︒

桑 

原 

三 

平議
員

国
有
林
野
資
材
の
利
活
用
は

一般質問の内容は、本人の原稿を
基に編集しています一 般 質 問 一 般 質 問一般質問の内容は、本人の原稿を

基に編集しています
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一般質問の内容は、本人の原稿を
基に編集しています一 般 質 問 一 般 質 問一般質問の内容は、本人の原稿を

基に編集しています

　

  

ま
ち
づ
く
り
に
重
要

な
﹁
第
２
期
吉
賀
町
総
合

戦
略
﹂
の
評
価
検
証
が
行

わ
れ
て
い
な
い
︒

　こ
の
こ
と
は
︑

・
適
正
な
予
算
編
成
が
で

き
な
い
︒

・
町
の
将
来
像
が
形
骸
化

し
目
標
に
た
ど
り
着
け

な
い
︒

・
住
民
へ
の
説
明
責
任
が

果
た
せ
な
い
︒

な
ど
の
重
大
な
問
題
を
起

こ
す
と
考
え
る
︒

　現
在
の
企
画
課
は
多
種

多
様
な
業
務
を
抱
え
︑﹁
吉

賀
町
総
合
戦
略
﹂
な
ど
の

政
策
の
管
理
が
困
難
な
状

態
で
あ
る
︒

　役
場
組
織
の
機
能
を
再

編
し
︑
令
和
９
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
と
の
説
明
を

受
け
た
が
︑
企
画
課
を
見

る
と
︑
十
分
で
は
な
い
と

感
じ
る
︒

　企
画
課
が
﹁
町
の
頭
脳
﹂

問

と
し
て
政
策
管
理
と
い

う
本
来
の
業
務
が
で
き

る
よ
う
︑
再
度
の
検
討

を
求
め
る
︒

町
長　
　
　企
画
課
は
︑
町
全

体
の
計
画
︑
施
策
の
か
じ

取
り
役
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
︒

　十
分
機
能
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
︒
さ

ら
に
︑意
思
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
感
も
必
要
で
あ
る
︒

　全
体
の
長
期
計
画
の
調

整
は
企
画
課
に
な
る
と
考

え
る
︒
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
引
き
続
き
協
議
し

て
い
き
た
い
︒

協
議
し
検
討
す
る

池 

下 

弘 

幸議
員

企
画
課
の
役
割
に
つ
い
て

役場本庁舎

　  

改
修
後
の
旧
蔵
木
中

学
校
の
運
営
を
︑
指
定
管

理
に
よ
る
こ
と
も
選
択
肢

と
し
て
あ
る
が
︑
問
題
は

な
に
か
︒

　
現
在
の
蔵
木
公
民
館

は
︑
建
築
が
１
９
７
２
年

で
53
年
経
過
し
て
お
り
︑

冬
に
な
る
と
粉
雪
が
吹
き

込
む
状
態
で
あ
る
︒

　
施
設
の
保
全
計
画
の
基

本
的
な
方
針
は
︑
用
途
廃

止
を
検
討
と
さ
れ
て
お

り
︑
旧
蔵
木
中
学
校
を
教

育
委
員
会
の
提
案
ど
お
り

に
事
業
を
進
め
る
と
︑
改

修
費
が
１
億
８
千
万
円
見

込
ま
れ
て
い
る
︒

　
床
面
積
が
広
い
と
︑
自

ず
と
維
持
費
が
多
く
な

る
︒
　
改
修
す
る
代
わ
り

に
︑
新
た
に
公
民
館
を
建

設
す
る
こ
と
も
含
め
た
検

討
も
必
要
と
考
え
る
︒

問

教
育
長

　
　
　
　
利
用
料
収
入

だ
け
で
管
理
運
営
を
出

来
る
と
は
考
え
て
い
な

い
︒
指
定
管
理
料
と
し

て
一
定
の
公
費
投
入
も

想
定
し
て
い
る
︒

　
地
域
と
の
協
議
に
関
し

て
は
︑
い
ろ
い
ろ
な
選
択

肢
を
含
め
た
意
見
を
い
た

だ
き
進
め
る
︒

　
公
民
館
を
旧
蔵
木
中
学

校
に
設
置
し
︑
併
せ
て
利

活
用
を
考
え
る
︒

　
ま
た
︑
新
築
を
含
め
た

検
討
も
し
た
い
︒

　
公
表
さ
れ
て
い
る
改
修

費
は
︑
最
大
の
数
字
で
︑

減
額
も
想
定
さ
れ
る
︒

　
体
育
館
の
使
用
も
含

め
︑
地
域
の
方
と
丁
寧
に

協
議
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

蔵
木
公
民
館
の
移
転
は

　
　
　
　 

喫
緊
の
課
題

藤 

升 

正 

夫議
員

指
定
管
理
に
よ
る
運
営
の
問
題
点
は

《
発
議
第
１
号
》　

提
出
者
：
藤
升  

正
夫

　

憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

賛
成
討
論　
　

藤
升
議
員

　

米
国
が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
へ
の
艦
船
派
遣
を
求
め
た

際
、
日
本
は
憲
法
第
９
条
の
制
約
を
理
由
に
自
衛
隊

派
遣
を
見
送
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

憲
法
第
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
な
い
現
行
の
枠

組
み
を
踏
ま
え
、
そ
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
改

め
る
こ
と
な
く
平
和
な
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
、

今
の
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

《
発
議
第
２
号
》　

提
出
者
：
村
上  

定
陽

　

竹
島
の
取
り
組
み
強
化
と
特
別
措
置
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

反
対
討
論　
　

藤
升
議
員

　

竹
島
問
題
の
解
決
に
は
、
日
本
と
韓
国
が
同
じ

テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
相
互
の
立
場
や
主
張
に
つ
い
て
丁
寧
に
議
論

を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
意
見
書
の
内
容
の
ま
ま
で
は
、

両
者
が
平
行
線
を
た
ど
る
現
状
を
打
開
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
た
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

吉高生が本音で語る！
私たちの町と「初めての一票」

議会とのキョリ感
議会・議員に対するイメージ

難しそう・堅苦しい

地域の困りごとを解決してくれそう

遠い存在に感じる

何をしているのかよくわからない

回答数 5 10 15 20 25 30 35 40

多くの生徒が議会に対して「わからない」「遠い」と感じている一方で、「地域の課題を解決して

くれそう」といった期待の声も寄せられました。議会として、より分かりやすく伝える工夫が求

められています。

ここが変わればいいのに！

休日のバスが
少なく不便

街灯が少なく、
夜道が暗くて不安

「議会だより」を読んだことがありますか？

全校アンケート　N=78

はい
7.7％

いいえ 92.3％

18歳、 初めての選挙 18歳有権者の投票率

投票に
行かなかった
35.0％投票に

行った
65.0％

（卒業直前アンケート有権者 N＝20）

吉賀高校 3 年生のうち、約 65％が

投票に参加しました。

初めての選挙でありながら、多く

の若者が一歩を踏み出しています。

投票して感じたこと

・投票することで大人の仲間入りを実感した
・投票所が静かで入りにくかった
・誰に入れるか迷った

初めての経験ならではの戸惑いと
達成感が見られました。

若者の声には、これからの町づくりのヒントが多く含まれています。

議会としても、その声を受け止め、より身近で開かれた議会を目指し

ていきます。

「議会って何をしてるの？」――そんな吉賀高校の皆さんの率直な声を受け止め、全校
アンケートと卒業生への意識調査を実施しました。
次世代を担う若者の目に映る吉賀町の今と、18 歳のリアルな選挙体験をお届けします。

0

放課後に友達と
集まれる場所が
ほしい

日々の生活に関わる切

実な声が多く寄せられ

ました。

これらの声は、町づく

りを考える上での重要

なヒントとなります。

議会からの
　メッセージ
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一般質問の内容は、本人の原稿を
基に編集しています一 般 質 問 一 般 質 問一般質問の内容は、本人の原稿を

基に編集しています

吉高生が本音で語る！
私たちの町と「初めての一票」

議会とのキョリ感
議会・議員に対するイメージ

難しそう・堅苦しい

地域の困りごとを解決してくれそう

遠い存在に感じる

何をしているのかよくわからない

回答数 5 10 15 20 25 30 35 40

多くの生徒が議会に対して「わからない」「遠い」と感じている一方で、「地域の課題を解決して

くれそう」といった期待の声も寄せられました。議会として、より分かりやすく伝える工夫が求

められています。

ここが変わればいいのに！

休日のバスが
少なく不便

街灯が少なく、
夜道が暗くて不安

「議会だより」を読んだことがありますか？

全校アンケート　N=78

はい
7.7％

いいえ 92.3％

18歳、 初めての選挙 18歳有権者の投票率

投票に
行かなかった
35.0％投票に

行った
65.0％

（卒業直前アンケート有権者 N＝20）

吉賀高校 3 年生のうち、約 65％が

投票に参加しました。

初めての選挙でありながら、多く

の若者が一歩を踏み出しています。

投票して感じたこと

・投票することで大人の仲間入りを実感した
・投票所が静かで入りにくかった
・誰に入れるか迷った

初めての経験ならではの戸惑いと
達成感が見られました。

若者の声には、これからの町づくりのヒントが多く含まれています。

議会としても、その声を受け止め、より身近で開かれた議会を目指し

ていきます。

「議会って何をしてるの？」――そんな吉賀高校の皆さんの率直な声を受け止め、全校
アンケートと卒業生への意識調査を実施しました。
次世代を担う若者の目に映る吉賀町の今と、18 歳のリアルな選挙体験をお届けします。

0

放課後に友達と
集まれる場所が
ほしい

日々の生活に関わる切

実な声が多く寄せられ

ました。

これらの声は、町づく

りを考える上での重要

なヒントとなります。

議会からの
　メッセージ
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編

集

後

記

吉
賀
町
議
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よ
り
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か
Vol.
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

吉
賀
町
商
工
会
理
事
と
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　意
見
交
換
会

　
令
和
８
年
２
月
12
日
、
吉
賀
町
商
工
会
理
事
の
皆

様
と
商
工
業
振
興
に
係
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
例
年
は
経
済
常
任
委
員
会
で
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
は
、
昨
年
の
議
会
改
選
を
踏
ま
え
、
全
議

員
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
、
商
工

会
理
事
の
半
数
以
上
が
欠
席
と
な
り
ま
し
た
が
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
経
済

常
任
委
員
長
よ
り
、

今
後
も
意
見
交
換

会
を
継
続
し
、
関

係
者
が
危
機
感
を

共
有
し
な
が
ら
課

題
解
決
に
取
り
組

み
、
共
に
町
の
発

展
に
寄
与
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
閉
会
し
ま
し

た
。

　
令
和
８
年
２
月
５
日
に
『
地
域
の
存
続
・
活
性
化

と
高
校
魅
力
化
：
何
が
問
わ
れ
る
か
』
と
題
し
、
関

西
国
際
大
学
教
授
・
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
樋

田
大
二
郎
先
生
に
よ
る
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
地
域
と
高
校
魅
力
化
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
た
講
義
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
講
義
終
盤
に
は
、
見
学
に
来
ら
れ
て
い
た
大
学
生

も
加
わ
り
、
高
校
魅
力
化
や
中
高
一
貫
教
育
の
方
針

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
活
発
で
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　
研
修
を
通
じ
て
、

高
校
の
存
続
に
向

け
て
は
、
地
域
だ

け
で
な
く
町
全
体

が
学
校
や
教
員
と

十
分
に
意
思
疎
通

を
図
り
、
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と

の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

《
発
行
》 ２
０
２
６（
令
和
８
）年
４
月
25
日

委
員
長
／
山
下 

達
也

　

 

　副
委
員
長
／
澄
川 

浩
一

委

　
　員
／
村
上 

定
陽
・
新
藤 

吉
郎
・
菊
次 

弥
生

           

桑
原 

三
平
・
庭
田 

英
明

　選
挙
を
経
て
議
員
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
私
に
と
っ

て
も
今
回
が
初
め
て
の
当
初
予
算
の
審
議
と
な
り
ま
し

た
。　補

正
予
算
、
当
初
予
算
と
も
に
様
々
な
議
論
が
行
わ

れ
、
賛
否
が
分
か
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　議
論
の
場
に
立
つ
中
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
判
断
に
伴

う
責
任
の
重
さ
と
、
議
会
の
役
割
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
表
紙
や
特
集
に
つ
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
方

に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
、
広
報

と
し
て
「
伝
え
る
」
こ
と
、
そ
し
て
「
つ
な
い
で
い
く
」

こ
と
の
大
切
さ
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　本
紙
を
通
じ
て
、
議
会
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
で
も
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　山 

下   

達 

也

全 

議 

員 

研 

修

今
月
の
表
紙

七
日
市
小
学
校

１
０
０
年
桜

　令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
２
本
あ
っ
た
桜
の
う
ち

１
本
が
、
倒
木
の
危
険
性
か
ら
地
域
の
理
解
の
も
と

伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　残
さ
れ
た
１
本
は
、
今
年
も
変
わ
ら
ず
、
こ
の
場

所
に
春
を
届
け
て
い
ま
す
。

吉賀町商工会理事との意見交換会

吉賀町議会全議員研修会
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